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第 1章緒言及び文献
の影響，更に其の場合の雛血清殺菌力等を観察して

興味ある結果を得たので，主主に報告する次第であ

凡ての動物腸内には多種多数の細菌群が存在して る。

いるが，宿主である其の生体に対し，其れ等の細菌 動物の無菌飼育に就ては， 1885年L.Pasteurが

群が，如何なる影響や作用を与えているかは，古来 無菌動物の飼育実験の可能性に就て明らかに予見を

多くの報告があり，有害論，無害論，有用論等述べ 与え，更に無菌鶏雛を最初に飼育することを試みた

られているが，腸内菌の動物に対する作用は，動物 のは 1897年 Nuttalと Thierfelderであったが

の生活に対して重要な意義あるものと見られなけれ 此れは二つの実験開始後 2日及び 7日後の汚染によ

ばならなし、。而して其の究明に就いては，無菌動物 って失敗に終っている。 1899年より 9年聞に亘り

を用し、て実験することに依つてのみ明らかにされ得 Schotteliusは無菌鶏雛飼育について実験を行い最

るものと思われる。 初の成功者となった。 飼育期間は 30日に及んだも

当教室に於ては，多年腸内菌ーの研究が行われて来 のがある。結論としては実験雛が体重減少を示して

たが，殊に動物を無菌的に飼育し，其の動物に腸内 死亡してしまったので，雛は無菌状態では飼育出来

菌を選摂投与して其の菌の生理学的意義を究明する ず，叉栄養物には腸内菌が必要であると断定した。

実験が行われてし、る。 然し 1912年 Pasteur研究所に於て E. Metschi-

著者は谷川教授の命により， Reyniersの実験装 niko妊の弟子である Cohendyは鶏雛無菌飼育を

置をヒントとして当教室にて作成更に改良せられた 実施し 40日間継続に成功した。そして無菌状態生

横タ yグ型平圧滅菌無菌飼育装置を使用して実験動 活の可能なることを報告した。 1915年 Kusterは

物に鶏雛を選び受精卵の癖化直前より無菌飼育を実 鉄骨ガラス張りの箱の装置によって山羊の無菌飼育

施，家鶏腸内細菌中の好気性菌より葡萄球菌を選び を 35日間実施してし、る。 1936年にはスエーデシの

て無菌雛に投与し其の作用機序を観察すると共に Lund大学の Glimstedtは動物無菌飼育実験の実

他方既に有害作用ありと見られている大腸菌，B. 施をE確に行い，無菌動物の淋巴腺の発達が無いこ 

sporogenesを葡萄球菌と共に投与して，其の併用 とを証明した。 1937年 Balzamは鶏雛を使用して
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無菌飼育実験を行い，ピタミシの影響について腸内

菌との関係無しと述べている。¥即ち� 58日間飼育し

無菌動物の消化吸収に関する研究を報告している。

Reyniersは� 1928年より動物無菌飼育に着手し，

最初はガラス箱などを使用したが次第に歩を進めて

1946年には金属製の横円筒型タンク装置を完成し，

完全にして大規模な実験を実施するに至った。そし

て鶏雛をはじめ，モルモツト，白鼠などを使用した

が無菌動物の累代飼育の重要性を示し，最近の無菌

飼育研究の先導者となっている。最近ではステンレ

ス製の無菌飼育装置によって実験も完全大規模に行� 

われておりく1956年米，加州� Walter-Leed陸軍病� 

院，� Pennsyl-vania大学)，叉� Glimstedtの弟子� 

である� GUstafssonは高圧滅菌装置により白鼠を

使用して無菌飼育を行っていることが報告されてい

る。

我国に於ては無菌動物飼育実験は歴史は割合長い

が，最初に実施したのは当教室で当時の谷川助教授

指導により赤沢氏が� 1942年京大小林氏にヒントを

得てガラス箱を使用し鶏雛を無菌飼育したが並々な

らぬ苦心であった。戦後空白期聞を置いて再び実験

が行われ，当教室の斎藤，河合両氏は谷川教授指導

の下に苦心の末縦タング型金属製実験装置を完成，� 

鶏雛によって実験を行い，� 1955年斎藤氏は無菌雛に

大腸菌を投与すると有害作用を示すことを認め，河

合氏は同じく腸球菌を投与すると有効的作用を示

し，� B.sporogenesを投与すると有害作用を来す

ことを認めた。叉福島氏は同様にして普酸樗菌を投

与すると有効的作用を示すことを報告してしる。� 

1956年当教量田波助教授は新に作成せる横タシグ

型平圧滅菌無菌飼育装置を使用して鶏雛を飼育し其

の血清について実験を行い，無菌雛の血清殺菌力は

、普通雛のそれよりも弱し、ことを確認した。� 1956年

更に田波助教授は晴乳動物の無菌飼育を目的として

高圧滅菌無菌飼育装置を完成し，現在モルモツトを

使用して実験一中である。他方名古屋大学病理学教室

では宮川教授等が� 1950年よりモルモットを使用し

て無菌飼育を実施し，炎症について研究を行ってい

る。

以上の如く科学の向上と共に機械の進歩，ピタミ

シ学の進歩による飼料の発達等が著しいので動物無

菌飼育についても難点であった飼育装置が次第に完

全，且つ操作の容易なものが出現出来るに至り実験

が進められてきた。

著者は� 1956年より� 1957年谷川教授指揮の下に当

教室に於て完成され，改良を重ねた横タユ/グ型平圧

滅菌無菌飼育装置を使用して鶏雛を無菌飼育するこ

とに成功したのである。而して過去種々の報告を観� 

察するに此の種の実験によっては動物に対する感染

の影響及び免疫の究明業績が少し、。主主に於て著者は� 

教室諸先輩のあとをうけ，腸内菌中好気性菌の中よ

り葡萄球菌を選びて無菌鶏雛に与え，叉有害菌とも

一緒にして与えて発育の影響を観察すると共に，突

綬鶏雛の血清殺菌力をも検討したのである。

選摂した腸内葡萄球菌については，� 1880年� Pas-

teurが膿汁中に一種の球菌を発見，� 1882年� Ogas-

tonが葡萄球菌と命名してより，� 1884年� J.Rosen-

bachが純培養に成功し培養上色素産生の色調より

白色，燈色，黄色の三種類に区別した。以後本菌に

関する業績は数多く枚挙に濯なし、。而して病原性

菌，非病原性菌に区別されてある中，腸内非病原性

菌を� 5株，健康成鶏糞便中より採取して使用した。

非病原性菌については� 1935年吉田氏，� 1939年芹目

氏は毒力極めて弱し，と報告している。

第� 2章実験方法

第� 1節家鶏の無菌飼育装置

LOBUND Reportを参考として当衛生学教室が

作成し� 1956年� 4月「生体の科学j誌上に発表した横

タンク型平圧滅菌類、菌飼育装置を少し改良整備した

ものであって内径� 54cm，長さ� 80cmの横円筒形の

もの� 2台でありコ� yグリート床密閉扉付室内に装置

した。構造及び整備の詳細は上記「生体の科学j誌

上に記載されているので詳述を略するが，改良の主

なところとしてはタシグの横一側に� germicidal-

trapを接続し，� trap内に� 500倍昇宗水を満して隔

壁を介し外部とタシグ内との連絡を可能にした。

滅菌整備操作は，先ず� germicidal-trap出入口

密栓を確め，タングに長大な特殊質ゴム手袋を附着

部密にして取付け，タンク内各備品を整備し，各送

排気管・蒸気管・モーターを点検の上，室内蒸気釜

及び小型高圧釜にて蒸気を作成し十分排出されるの

を待って蒸気管によりタンク及び� trapの蒸気送入

管に接続して蒸気を送入，送気漏過器附近の蒸気排

出管より排出させ，タンク内温度� 1030C fこ達してよ

り30分間継続し，終了時は蒸気排出管栓，蒸気送入

管栓を閉ぢると共に蒸気管をはずし同時に送気漏過

器を開いてモーターによる送気を開始する。此の際

タンク内が陰圧を生じない様細心の注意を払った。

尚送気は室内に l/4 馬力モ F 夕 ~2 台を装置して送
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気ポシプを活動させ送気管によってタソグの送気漏 粉� 10.0%，大豆糟� 14.5%，越� 15.0%，脱脂米糠� 8.0

過器へ接続した。送気i慮過器は内径� 4cm，厚さ� 3 %， CaC03 2.2%，NaCl 0.49%，MgS04 0.01%で� 

mmの鋼鉄管で長さ� 36cm，一方を絞って活栓を附 蛋白質含有量は� 22%のものである。此れを� 1日雛

し，管内に青梅綿� 30gを詰め，水柱圧� 47cmの圧力� 1羽に付き第� 1日目� 5gの割にして朝夕の� 2囲飼料

を保持する様にして空気を穏過清海ならしめた。即 鉢に与え，� 1日1羽� 19ずつ増量して行った。飲料

ち� 1時間約� 3001の送気量となる。送気i慮過器は予 水も� 1日朝夕� 2回に与えたが常に水鉢に満されてい

め高圧滅菌の上(無菌試験を実施して〉タンクに取 るようにした。� Vitaminの補給としてパシピタ� y

付けて置く。タングの滅菌は� 3日間間歓滅菌を実施� M の粉末を使用し，飼料� 100gに� 19の割合で飼料

した。滅菌終了後は送気しつつタング内温度調節器 に滅菌前混入し，叉� V.B1 10mg，V. C 50mgの

により一定温度を保つ様にしたが，恒温装置はタン 注射用� ampouleを用意し，グレゾール液，昇宗水

ク底部に高さ� 10cmの水槽を有し電熱にて水槽内外 の滅菌後� germicidal-trapを介しタンク内に搬入

より水を温め，タジグ内温度調節器と接続させて保 し，飼料投与時� V.B120 mg，V. C 100 mgずつを

温した。湿度は全実験を通じ 90~65% を保持出来 注射器にて飼料及び、飲料水に混じて雛に摂取せしめ

た。排気は蒸気送入孔を排気孔としてプム管にて た。此の様にして飼育しつつ毎日朝飼料投与前に雛� 

200倍昇宋水を入れた瓶中に導き昇宗水を通して排 体重をタンク内天秤により測定し，癖化後� 7日目よ

気せしめた。� germicidal-trap中には� 500倍昇京水 りは隔日に測定した。同時に一般状態として，雛の

を入れ外部への開口部にはゴム栓を施した。 元気，運動，鳴声，羽毛トサカ，便通等を観察し，

以上の如く滅菌操作を実施したタンク中には滅菌 タYグ内� Thioglycorate培地にて再三タシク内の

前より各実験器具(天秤，鐸，飼料鉢，水鉢，乾湿 無菌状態を調査した。観察のための照明はタンク内

寒暖計数本，温度調節器，培地，高圧滅菌せる飼 装備の 40~60W の電灯により，夜間は消灯して雛

料，飲斜7.K，注射器，色素液，予備電球其の他小器 の睡眠を規則正しくした。実験菌投与は瞬化後� 10

具〉を用意して置いて実験を開始したので、ある。尚 日目に朝飼耕投与と共に滅菌生理的食塩水に，� 2% 

無菌試験には� Thioglycorate培地を使用した。 糖入寒天培地� 24時間培養の菌を採取して雛� 1羽に

第2節無菌飼育要領 付き� 1種類の菌� 1白金耳の割合に浮遊させたものを

滅菌終了し温湿度調整を行った上で府、化 12~24 飼料，飲料水各� 1回分に混じ，経口的に雛に摂取せ

時間前の家鶏卵を斎藤，河合両氏報告の手技に従い しめ投与した。其の後引続き諸状態観察と共に雛の

滅菌，即ち予め消毒した手指により滅菌外科刷子に 糞便を一定時期に採取し，� germicidal-trapを介し

て，� 1) 380C石鹸水(以下滅菌水)3分，� 2) 380C 2 て外部に取出し糞便内菌消長を観察した。飼料，飲

%クレゾーノL 液1. 5 分 ~2 分， 3) 380C 500倍昇京 料水の補給は，此れを� 200--300ccの三角コルペソ

水1.5分� ---2分摩擦洗糠し，� germicidal-trap中の に納め更に紙包装し高圧滅菌を施してより� germi-

500倍昇京水を通しタンク内に搬入しタンク内滅菌� cidal-trapの昇宗水中に浸しながら包装を注意深

水で洗糠，無菌ガーゼで擦拭して安置した。瞬化後 く除き，昇宗水を介してタンク内に搬入した。尚飼

は一般状態の略々一定な鶏雛を選んで一台のタング 料はコ;1.-ペンには� 1/2容量以下とし高圧滅菌の完全

に� 6--8羽程度とし不良雛は� germicidal-trapを 実施に留意した。

通じ外部ヘ搬出した。尚購化雛については卵殻，卵 第3節使用鶏雛

膜，胎盤，隣帯，胎糞の無菌試験を� Thioglycorate 千葉市稲毛町千葉府卵場より購入の単冠白色レグ

培地によって行し、無菌状態なるを確めた。 ホ y種家鶏のF際化前 12~24 時間の種卵及び購化後

飼育要領は先に報告された斎藤，河合両氏の方法 約� 12時間迄の雛である。種卵の購卵場よりの運搬

に準じて実施したのであるが，温度環境は飼育第� 1 には保温，振動等に細心の注意を払い，無菌飼育に

週 37 0C--35 0C，第 2 週 350C~330C，第 3 週 330C~ は此の種卵を厳重に滅菌消毒の上タンク内にて無菌� 

300C，第 4 週以後 290C~260C となるように調整し 的に贈化せしめた雛を使用した。

た。 第4節使用葡萄球菌の性状

勝化後� 24--36時聞を経た後餌付をしたが飼桝は 普通飼育健康家成鶏新鮮糞便の� 2%糖入寒天平板

千葉県農林省農業技術研究所処方作成による完全飼 培地培養より数種の葡萄球菌株を分離し次に述べ

料の初生雛用粉砕飼料で組成は，玉萄黍� 50.0%，魚 るが如き性状により葡萄球菌株であることを決定し
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実験菌株として� 5株を選定使用した。共の各性状は

次の通りである。� 

(1) 形態学的性状

直径約� 1μ，gram陽性にて葡球房状に密集する

形態にて，芽胞及び爽膜を有せず，運動を有せず，� 

鞭毛も有せぬ球菌で，� 2%糖入寒天平板培地上の集

落は直径� 1.......2mmの湿潤にて半球状，表面滑，円

形の白色叉は淡黄色を呈するもので，お互いに融合� 

しない集落である。� Boui1lon，Pepton 7.kの培養に 

ては� 24.......48時間にて何れも菌膜及び沈澱を生じた。

'(2) 色素産生試験� 

高安氏の葡球糖加午乳寒天斜面培養基にて夫々の

菌株を培養した結果，� 2株は白色，� 1株は淡黄色，� 

I株は黄色，� 1株は憧色を示した。� 

(3) 溶血試験

山羊血液を用いた� 5%血液寒天平板培地に夫々の

菌株を接種し� 48時間観察の結果，� 5株中� 2株に溶血

を認めた。� 

(4) 糖分解

各菌株共� Glucose，Lactose，Saccharose，Ga-

lactose，Maltose，Mannit，Mannose，Xylose 

を分解し� Dextrinは分解しない。� 

(5) 他の生化学的性状� 

Geratinを液化し，� lndol反応陰性，� Voges-

Proskauer反応陰性，� Methylred反応陰性にて� 

Lacmus牛乳は3日後より酸化競固を示し始め，一

部は分解を呈した。� 

(6) 抵抗試験

加熱抵抗試験にて� 550C5分では全菌株生存する

も，� 600C 5分では生存明瞭� 1株，僅かに生存2株，

他は死滅した。� 

(7) 生菌の毒カ

普通寒天平板培養� 24時間の葡萄球菌各株より夫

々生理的食塩水浮遊液を作成し，体重� 10.......15gの幼� 

弱� Maus計� 15匹の腹腔内へ，夫々湿菌量� 2mg，1 

mg，O.:5mg含有菌量浮遊液3種類を作って注入し，� 

2週間に亘り観察したが，一時元気の稲々衰えを見� 

たのみで、各種類群全例生存した。著しし、毒力は無い

ものと思われる。

第� 5節使用�  B.sporogenesの性状

健康白色レグホシ種家成鶏糞便より� Zeissler氏� 

葡萄糖血液寒天平板培地にて� B.sporogenesを分

離し諸性状を検査して決定したるものを使用した。

(1) 形態学的性状

Zeissler氏葡萄糖血液寒天平板培地にて� 370C 4 

日間嫌気培養に於ける形態は，灰白色~黄白色の庇

状集落で培地に椴入し硬く，表面が起伏し微細毛状

の突起を出す。周囲に溶血環があって粘調性を示

す。鏡検では� gram陽性，長径� 3.......6μ，短径� 0.5--

0.6μ で端在性卵形芽胞を有する樗菌で，固有運動

を認める。肝々� Bouil1onに培養で軽度の� Gasを

産生し肝片を強く消化し間もなく黒愛する。

(2) 生化学的性状

Geratinは軽度液化し，� lndol反応陰性，獄図血

清は強く消化する。叉硫化水素を強く産生する。� 

(3) 糖分解

Glucose，Maltoseを分解し，� Saccharose，Lac-

tose，Glycerin，Mannit，lnulinは分解しない。� 

(4) 毒力

肝々� Bouil1onに� 24時間培養せるもの� 0.5ccを

夫々体重� 15gの� Maus計� 10匹の腹腔内に注入した

ところ� 48時間内に全例死亡した。

第� 6節使用大腸菌の性状

普通飼育健康家成鶏新鮮糞便より，� E.M.B.培地

によって数種の大腸菌株� (Escherichiacoli)を採

取分離し，種々性状決定の上2株の大腸菌を選訳し

実験に使用した。諸性状は次の通り。� 

(1) 形態学的性状

長径� 3.......4μ，短径0.7μ の� gram陰性な短樗菌で，

芽胞・英膜を有せず，菌体周辺には数多くの鞭毛を

認めて著明な固有運動を示す。普通寒天培地では円

形灰白色，表面j骨で湿潤な集落を形成する。� Boui1-

lon及び� Pepton水培養では増殖初期に均等に潤濁� 

L，後に薄し、菌膜を形成し，陳旧なるものは沈澱を

生ずる。� 

(2) 糖 分 解 �  

Lactoseを分解し其の際� Gas及び酸を形成す

る。� Glucose，Dulzit，Salizin，Xyloseを醸酵さ

せる。� Saccharose及び� lnulinは分解しなかった。

(3) 生化学的性状� 

lndol反応陽性，� Methylred反応陽性，� Voges・� 

Proskauer反応陰性，� Citrat反応陰性であった。

牛乳擬固及び消化作用は共に著明に認められる。

Geratinを液化しなし、。溶血作用は山羊血液寒天培

地を使用したが認められなかった。� 

(4) 生菌毒力

体重� 10.......16gの幼年� Mausを使用し，普通寒天

平板培養より菌を採取して湿菌量� 0.5mgを滅菌生� 

理的食塩水� 0.5cc rjこIに浮遊させたものを夫々計� 8匹� 

の� Mausの腹腔内に注入し観察した結果� 24時間以
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内に全例が死亡した。 的食塩水に浮遊させ，� germicidal-trapを介しタソ

グ内に搬入，飼料及び、飲料水各� 1回分に混じて雛に
第3章実験成績(其のめ

経口投与し，其の後の一般状態及び体重増加傾向を

第1節葡萄球菌投与実験 全経過� 1カ月に亘り観察した。一般状態として，騨

無菌飼育装置を整備し無菌試験の後，癖化直前鶏 化後は普通飼育雛に比し小型で、発育は羽毛，鳴声，

卵を滅菌消毒して，� No. 1タyグ，� NO.2タンク内 運動など梢々弱し、。そして菌投与後は投与前に比し

に夫々� 15個宛搬入し瞬化を待ち，翌日夜迄に実験 著しい差は認められなし、。便通は菌投与後2日間軽

タYグたる� No. 2に8羽贈化を見，以後タ� yグ内飼 い下痢状態を示したのみで，他は正常便であった。

育を開始したが中途にて体力虚弱とみられ死亡した そして全経過を通じ食慾，元気共に概して良好であ

雛� 2羽ありて生存は� 6羽となった。贈化後� 10日目 った。体重増加傾向は増加率を示すと第� 1表の如く

に葡萄球菌� 5株を混合し� 1羽に� 1白金耳宛滅菌生理 で癖化後� 25日目には生下時体重の� 161%--234%，

第� 1表 葡萄球菌投与雛体重
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平均� 195%の増加率を示した。体重増加曲線は第� 1

図である。菌投与後の雛糞便内菌消長は，� 2%糖入

寒天平板培地を使用して糞便を採取培養し，検出さ

れる菌数を算したところ次の如き数値を示した。

葡萄球菌投与後糞便培養検出菌数(糞便� 19当� 10

万倍稀釈培養の発生集落平均数〉

菌投与後� 3日目� σ時化後� 12日目)� 2 

菌投与後� 11日目(瞬化後� 20日目)� 7 

菌投与後� 15日目� α時化後� 24日目)� 6 

即ち菌投与後約� 1週より� 10日前後に最多数に達し，

其の後減少する傾向で、あった。他の菌は毎回認めな

かった。

第2節無菌飼育実験� 

NO.2タシグの葡萄球菌投与実験に対L，対照と

して� NO.1無菌タングに滅菌消毒種卵を� 15個，� No. 

2タンクと同時に搬入し贈化を待ち，� 9羽瞬化し，体
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第� 2表 無 菌飼育雛体重

吾妻習� 1-12--f3 f4T5  I7 Ig-f-Uf13f15 I17119 l'21 I23 125127 
g 39 38 37 41 47 57 62 

1 
号も 。-3 -5 5 21 46 59 

g 34 32 31 27 27 31 38 
2 

% 。-6 -9 -20 -20 -9 12 

36 34 34 36 40 47 52 
3 

g 

% 。一5 -5 。11 31 44 

g 37 35 36 36 41 48 51 
4 

% 。-5 -3 -3 11 30 38 

g 43 40 38 41 44 50 56 
5 

% 。一7 -12 -5 2 16 30 

37 35 33 36 41 47 55。-5 -11 -3 11 27 49 

76 83 91 94 99 103 115' 126 147 

95 113 133 141 154 164 194 223 276 

47 48 51 50 52 47 53 54 60 

38 41 50 47 53 38 56 59 76 

、、� 

58 60 63 65 72 82 94 106 131 

61 67 75 81 100 128 161 194 264 

57 61 60 62 71 80 95 108 135 

54 65 62 68 92 116 157 192 264 

66 75 81 87 93 102 115 131 151 

53 74 88 102 116 137 167 205 251 

63 72 81 84 92 100 112 124 138 

70 95 119 127 148 170 202 235 273 

第� 2図解、菌飼育雛体重増加曲線� 

力虚弱のため贈化後� 1週間迄に死亡せる� 3羽を除き

他の� 6羽につき対照無菌雛として飼育し全経過� 1カ

月間観察した。一般状態として普通飼育雛に比し矢� 

張り小型で，運動元気も小規模で、ある。便通E常，

食慾良好であったが，� 6羽中� 1羽は発育が極めて不

良で、あった。体重増加傾向は，増加率を示すと第� 2

表の如くで， ~昨化後 25 日目には生下時体重の 192--

2359る，平均� 209%の増加率を示した。(発育不良の

1羽は瞬化後� 25日目で� 59%の増加率しか示さない

ので平均増加率計算よりは除外した。〕体重増加発

育曲線は第� 2図である。尚雛糞便を実験開始より最

初� 3日毎，� 10日目より� 5日毎に� Thioglycorate培

地にて検査したが，何れも陰性で、あった。

第� 3節小括

一般状態と体重増加傾向は葡萄球菌投与群と対照

無菌飼育群を比較すると差が殆んど認められない。

発育状態は普通飼育に比し両群共に低調である。無

菌タシグ環境としては全般に梢々多湿にて，湿度� 79 

%--94%を示した。

第� 4章実験成績(其のめ

第� 1節葡萄球菌，� B.sporogenes混合投与実験

無菌タング滅菌整備，無菌試験の後，贈化前� 12--

24時間の鶏種卵を前述方法にて滅菌消毒し，� No. 1 

タンク内に� 14個搬入し贈化を待ち，完全勝化6羽

を得たので他の死亡卵を整理して雛の無菌飼育を開

始し，瞬千七後� 10日目に葡萄球菌� 5株を混合，叉� B. 

sporgenesを其れに加えて使用し，雛� 1羽につき葡

萄球菌と� B.sporogenesを夫々� 1白金耳宛滅菌生

理的食塩水に浮遊させて滅菌試験管に納め，� germi-

cidal-trapを介してタゾグ内に搬入し，飼料及び飲

料水各� 1回分に混じて経口投与して其の後の雛のー

般状態，体重増加傾向等を全経過� 1カ月聞に豆り観

察した。

一般発育状態としては，運動，元気は菌投与後和、� 

々減退した。食慾は菌投与後も比較的良好，羽毛や� 

トサカの発育及び鳴声なども菌投与後柏、々減退した

状態であったが，便通は菌投与後著明な掲色下痢使

が出現し次第に中等度より軽度となりながら実験終
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第� 3表 葡萄球菌，� B.sporogenes混合投与雛体重
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了まで‘持続した。体重増加傾向は増 第� 3図葡萄球菌，� B. sporogenes混合投与雛体重増加曲線� 

加率を示すと第� 3表の如くで，勝化

後30日目には生下時体重の� 211%--

258%，平均� 223%の増加率を示し

た。尚発育極めて不良と見られた� 2

羽(中� 1羽死亡〉は平均増加率計算

より除外した。体重増加曲線は第3

図である。雛糞便内の菌消長として

は，実験開始後菌投与時迄細菌の存

在は認められなかったが，菌投与後

の細菌消長を� 2%糖入寒天平板培地

及び� Zeissler氏血液寒天平板培地

により観察すると，即ち雛糞便� 1g 

当り� 10万倍稀釈培養による発生集

落平均数は次のA表の通りである。� 

A表糞便培養検出菌数

菌投与後日数 t 3 7 14t t 

(購化後日数)1 (12) 1 (16) 1 (23) 96却

40 
葡萄球菌�  4 7 I19t 

B.sporogenesl 13 I 23 I 27 
ー噌除

存在菌は何れも漸増の傾向が見られた。 につき� 1白金耳宛飼料及び飲斜水各� 1回分に混じて

第2節� B.sporogenes投与実験 経口投与し，雛の一般状態，体重増加傾向等を全経

第� 1節実験と同時に対照の意味にて� NO.2無菌タ 過� 1カ月間に亘り観察した。一般状態として運動，� 

Yグに贈化前� 12--24時間の鶏種卵を滅菌消毒して 元気は菌投与後減退を示し，羽毛やトサカなども稽� 

14個搬入し，� 6羽の完全勝化に成功して無菌飼育を 々乱れを見せたが著明な程ではない。鳴声も少し弱

実施し，騨化後� 10日目に� B.sporogenesを雛� 1羽 くなった程度であった。食慾は菌投与後柏々波退を
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第� 4表� B. sporogenes投与雛体重

五事庁戸了訂-4-1子7ワ110 
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94 107 106 117 137 133 135 148 
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日数ー+

る。存在菌は稲々漸増の傾向で、あった。 らも持続した。そして� B.sporogenes投与群の方

第3節小 括 に下痢が強く観察された。即ち両群の腸機能は完全

一般状態，体重増加傾向を観察すると，葡萄球菌 ではなかったようである。但し雛発育に対し有害的

及びB.sporogenes投与群と� j B. sporogenes投 となる� B.sporogenesの毒力が余り強く働かなか

与群との差は特に大きく見られなかった。然し両者 ったらしいことが，休重増加率より伺われた。体重

共福色下痢便が現われて実験終了迄稽々減少しなが 増加の両群比較としては大差がないものと認められ

示したが，便通は強い福色下痢便を

来し，後に柏、々快復を示しながらも

中等度の下痢便が実験終了迄持続し

た。体重増加傾向は増加率を示すと

第� 4表の如くで，勝化後� 30日目に

は生下時体重の� 184%--260%，平均� 

218%の増加率を示した。尚虚弱に

なっていた� 1羽が卿イヒ後� 24日目に

死亡したが計算よりは除外した。体

重増加曲線は第� 4図である。雛糞便

内菌消長は，実験開始後菌投与時迄

細菌の存在は認められなかったが，

菌投与後の消長を� Zeissler氏血液

寒天平板培地により観察すると，雛

糞便� 1g当り� 10万倍稀釈培養によ

る発生集落平均数はB表の通りであ

第� 4図� B.sporogenes投与雛体重増加曲線
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る。普通飼育雛の体重増加率と両群の其れとを照合 れた。

すると両群の方が遥かに低調である。細菌の消長を

みると葡萄球菌及びB.sporogenes投与群に於て
第� 5章実験成績(其のめ

は，葡萄球菌はB.sporogenes の 1/3~1/2 の数を 第I節葡萄球菌，大腸菌混合投与実験

示している。B.sporogenes数については，葡萄 無菌飼育装置を滅菌整備し無菌試験の後，前2

球菌との混合，単独投与何れにも同数程度に観察さ 期間の実験と同様に贈化前� 12--24時間の胎動活発� 
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78 761 
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第� 5図葡萄球菌，大腸菌混合投与雛体重増加曲線 なる鶏種卵を滅菌消毒して� No.1タシ

グ へ �  15個搬入蹄化を持ち，� 6羽が完全� 
@ 府化したので早速飼育を開始し，勝化� 

8 後� 10日目に葡萄球菌5株及び大腸菌� 

@ 2株を混合，合計して両者夫々雛� 1羽

につき� 1白金耳宛滅菌生理的食塩水に

菌 浮遊させて無菌タンク内に搬入し，飼
投

与 料及び飲耕水各� 1図分に混じて経口投� 

160 
与し，其の後の一般状態と体重増加傾� 

140 
向などを全経過� 1カ月間に亘り観察し

た。一般状態として菌投与後雛は一時

食慾，運動，元気が急激に� 2--3日間

減退し，其の後再び徐々に快復Lて来~~乙/
る。便通は菌投与直後より褐色下痢便

が出現し暫く持続したが，次第に減少

して淡福色軟便に移行し，実験終了時

には殆んど正常使となって見られた。

羽毛やトサカ，鳴声等には大きな~化 
4 ・20 1-

は見られなし、。体重増加傾向としては

菌投与後約� 2日にして体重の停滞被少

よ18ー2」斗� I._L_J__j が見られたが後次第に快復し順調なる0 22 
24 26 28 30 

~ 
上昇を見た。増加率は第� 5表の如くで
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婚化後 30 日目には生下時体重の 192~282%，平均 C表糞便培養検出菌数

248%の増加率を示した。尚発育極めて不良なる� 1

羽は増加率平均計算より除外した。体重増加曲線は

第� 5図である。雛糞便内菌消長は，実験開始後菌投

与時迄細菌の存在は認められなかったが，菌投与後� 

2%糖入寒天平板培地を使用して葡萄球菌及び大腸� 

詰zzI:L〕
 品宮劃l
~οJ1;(l斗
ドい
 

?Jiι[:4:14:~1ι9;i 」 i;:
じ� 一
第� 6表 大腸菌投与雛体重�  

~~r 11 2 1 3 1 4 1 5 1'7--1 寸(れ 116 118 1司221日 刊 30 

g 36 37 43 49 59 72 
1 

% 。� 3 19 36 64 100 

2 ' 
g 37 34 32 37 41 45 54 65 

% 01-8 -13 。11 22 46 76 

g 31 33 38 41 
3 

号も - 6 -14 - 8 6 14 67 

g 33 32 34 37 40 45 53 
4 

% - 6 - 9 - 3 5 14 28 52 

g 
お� I 3~1 ~: 45 54 67 

5 
% O-8|ー� 11 01 11 18 42 76 

g 37 33 32 34 40 42 !~: :~6 
% 01-11 -14 - 8 8 14 24¥ 53 

80 81 90 112 127 140 

122 125 150 1661 167 211 253 2531 280 289 

82 84 90 95 102 108 115 122 

菌� 971 103 122 127 143 157 176 192 211 230 

65 65 70 75 81 89 99 101 107 109 

投� 
80 80 94 108 125 147 175 180 197 203 

57 57 60 62 68 72 81 79 

63 63 71 77 97 106 131 126 
死

与� 
74 85 91 114 121 124 

95 108 126 139 1601 200 200 216 226 

61 61 64 83 87 94 102 105 

65 65 73 861 105 122 135 154 176 183 

菌を観察すると，即ち雛糞便� 19当 第� 6図大腸菌投与雛体重増加曲線� 

り1万倍稀釈培養による発生集落平� :1001ー
① 

均数はC表の通りである。葡萄球菌

の~動の差はあまり見られなし、。大

腸菌は投与後、� 11日目頃最多数とな

り以後少しずつ減少していくようで

ある。

第� 2節大腸菌投与実験

葡萄球菌及び大腸菌投与実験と同

時に� No.2無菌タ� Yグへ同様にして

滅菌消毒せる購化前 12~24 時間の

鶏種卵を� 15個搬入し勝化を待ち，� 6 

羽完全勝化せしめたので、他の卵を整

理して飼育を開始し，瞬化後� 10日

自に大腸菌2株を混合し雛� 1羽につ

き1白金耳宛滅菌生理的食塩水に浮

遊させて無菌タ� Yグ内に搬入し，飼

料及び飲料水各� 1回分に混じて雛に

経口投与し，� No.1タYグ実験の対

照として，雛の一般状態，体重増加

傾向等を全経過� 1ヵ月間に豆り観察

した。一般状態として菌投与後雛は� 
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元気，運動，食慾が一時急激に減退し， 3~4 日後よ

り再び徐々に快復して来る。羽毛やトサカも乱れを

示し，鳴声も少し衰える。便通は菌投与直後より強

し、褐色下痢便が出現したが，� 5~7 日を経る頃より次 

第に軽快し，淡梅色下痢便となったが実験終了迄慨

ね持続し，軟便は時々見る程度だった。体重増加傾� 

向は菌投与後約� 2日にして雛体重の停滞減少が見ら

れたが，後次第に不規則状ながら快復上昇が見られ

ていった。増加率は第� 6表の如くで，癖化後� 30日

日には生下時体重の� 183% ~289%，平均 226% の

増加率を示した。尚発育極めて不良で瞬化後� 27日

目に死亡した� 1例は増加率平均計算より除外した。

体重増加曲線は第6図である。雛糞便内菌消長は，� 

実験開始後菌投与時迄細菌の存在は認められなかっ

たが，菌投与後� 2%糖入寒天平板培地を使用して大

腸菌を観察すると，即ち雛糞便� 19当り� 1万倍稀釈

培養による発生集落平均数はD表の通りである。大

腸菌は菌投与直後大量に認められ，後波少，再び菌

投与後� 11日目噴最多数に見られ，以後次第に減少

していくようである。他の菌は認められなかった。� 

D表糞便培養検出菌数

菌投与後日数� I 2 I 5 I 8 I11 I14 I17 

(購イげ麦日数)I (11)1 (14)i (17): (20ヨ(23)i(26) 

大腸菌�  572 1 192 )264[ 436 j412 )336I 

d)菌液作成 普通寒天斜面培地に� 24時間培養

した� Salmonel1atyphi 0 901 より� 2mgを採取し

て� Krebs氏液� 10.0ccに浮遊させ，更に稀釈して

105稀釈液を作成する。即ち� 2X 10-5 mg/ccの菌

液である。

e)前準備 血清は� 2.0ccとし，等量の稀釈菌液

を此れに加え� 370C温浴とし，一定時間其のま� Lで

血清と菌液を作用させて置く。培地は前記処方によ4

り作成して溶かし充分加熱し，� 1慮紙屑を用いて滞

過した塵撲のない透明な培養基とし，� 4.5 CGずつ試

!験管に分注し高圧滅菌して尚固まらないように，別

に� 400C温浴させ保存して置く。

f)手技 上記温浴してある血清菌液より� 0.5cc 

(血清 0.25cc，菌液� 0.25cc)を，正確にして明細目

盛の滅菌1.0ccメスピペットに採取し温浴してあ

る4.5ccの培地に加え，充分混合してよりメスピペ

ットに再び吸引し尖端に滅菌小試験管をかぶせ，ピ

ペット頭部はゴム帽を附-したま� L横に安置した。斯

くして血清菌液温浴作用時間の� 5分，� 30分，� 60分，

120分の各血清菌液を採取実施し，叉対照として菌

液と� Krebs氏液等量混合のものを同じ温浴作用時

場� 7表 ピペット培養菌数表

尚子(実智富)雛|大腸叫J 〕

直後�  I 113r r 

ヴc
U
A
q
q
L
 

'
o
O
F
h
d
p
o

与鶏雛の実験終了と共に直ちに鶏雛血液を心臓穿束Ij 120 分 8 109 

により採取し，血清を分離，其の血清について其の

殺菌力を測定し，両者を比較検討 第� 7図雛血清殺菌力曲線図

した。� a葡萄球菌+大腸菌雛，� b大腸菌雛� 

(1) 実験方法


藤井氏法により実験を行った。
 

a)使用菌株� Salmonella 
h 

、‘・、、・.� typhi 0901 
h 

泊

せ

噌
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ム
�
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E

第� 3節実験鶏雛血清殺菌力の検討
5 分� 120 

30 分� 
今回の葡萄球菌，大腸菌混合投与鶏雛と大腸菌投

129 

60 分� 119 

b)使用培地 処方:� Yeast 、、目。� 

extract 1.0g，肉エキス� 10.0g， 

ボリペプトン� 10.0g，NaN03 4.0 (iO 
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-c) Krebs氏液処方:0.9% 

NaCl 100.0 cc， 1.15% KCl 4.0 

cc，1.22% CaC12 3.0 cc，2.11% 

KH2P04 1.0 cc，5.82% MgS04・� 5 30 
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菌数を示すのに，葡萄球菌と大腸菌投与雛血清及び間後同様に実施して，全部同時に� 時間培養3724C0

した。 大腸菌投与雛血清の成績は，作用時間の長いもの程� 

g)判定判定は培養後メスピペットを静かに取 菌数が減少していて殺菌力の存在が明らかである。

り出し，凝集鏡にてメスピペット中の培地内に白い 殊に葡萄球菌と大腸菌投与雛血清に強く見られる。

班点となって認められる菌集落を観察し，メスピペ

ツトめ目盛に従い0.1cc範囲内の菌集落数を算定

尚第� 7図には当教室田波助教授等が実施した無菌飼

L，同ピペット中の� cc範囲を� 5カ所算定して平0.1
均値を求めた。以上の如く実験雛血清加培養メスピ 葡萄球菌，大腸菌混合投与群と，大腸菌投与群と

ペットと対照培養メスピペットの発生菌集落数を算 を比較すると，一般状態としては菌投与後共に一時

定集計して両者を比較検討した。即ち発生菌集落は 発育低下，体力減退が薯明に同様に見られるが，後

血清に殺菌力が強ければ少数，殺菌力が弱ければ多 次第に快復が両群共に認められる。便通は両群菌投

数出現することになる。尚菌数測定は柳田氏のピペ 与直後より強い掲色下痢便が現われ，数日後より次

ツト寒天法に依ったものである。 第に軽快して行くが，葡萄球菌及び大腸菌投与群に� 

h)消毒� Salmonella typhi 0901を取扱う上 比し大腸菌投与群の方が下痢状態の快復が遅くなっ

から殊に留意し，器具は 3% グレゾー l~ 液にて消毒 ていると観察された。叉体重増加傾向が，菌投与後

をした。� 一時停滞減少した後葡萄球菌と犬腸菌投与群は順調

(2) 実験成績 に快復上昇したが，大腸菌投与群は不規則状に快復

実験組と対照組の菌数表は第� 7表の如くで曲線に 上昇していた。糞便内菌消長では葡萄球菌と大腸菌

示すと第� 7図であるが，対照成績が各時間共，同様 投与群の大腸菌数が大腸菌投与群の大腸菌数より相

育雛血清の成績を対照として編入した。� 

第� 4節小 括

第� 8表 普通飼育葡萄球菌投与雛体重
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菌せず，ピタミ� γの添加も行わなかった。叉育雛箱

は無菌飼育タシグと略々同面積である。

実験開始後� 10日自に一組に葡萄球菌計� 5株を混

合し雛� 1羽につき� 1白金耳宛滅菌生理的食塩水に浮

遊させて，飼料及び飲料水各� 1回分に混じて経口投

与し其の後の状態を含め全経過� 1カ月間に亘り観

察した。一般状態として元気，運動，食慾，羽毛及

びトサカなどの発育，便通，鳴声等概して順調に

て，菌投与組は菌投与後の~化特に現われず，二組

の差は殆んど認められない。体重増加傾向はご組共

略々同様であって，増加率は菌投与組第8表の如く

で実験開始後� 30日目には勝化直後体重の� 324%--

430%，平均368%の増加率を示した。体重増加曲

線は第� 8図である。対照組増加率は第� 9表の如くで

実験開始後� 30日目には購化直後体重の� 234%--455

%，平均 375%の増加率を示した。体重増加曲線は

第� 9図である。尚雛糞便内細菌を観察したところ，

枯草菌，大腸菌，腸球菌，瞥酸揮菌，葡萄球菌，

Welchii氏菌等を認、めたが，葡萄球菌投与後も此等

当少く認められた。叉雛血清殺菌力の測定ではピペ

ツト培養による発生菌集落数が，大腸菌投与組に比

し;葡萄球菌及び大腸菌投与組が少く認められて，大

腸菌単独投与組より殺菌力が強力なりと見られる。

尚対照として第� 7図に編入した無菌飼育雛の血清殺

菌力成績は今回の両群殺菌力成績に比し遥かに弱し、

と見られる。

第� 6章者 察

前述の無菌飼育実験に対し対照として普通環境に

於ける実験を実施検討し，参考とした。

普通飼育に於ける葡萄球菌投与実験と対照普通

飼育

屋内木製雛飼育箱二組を使用し，無菌鶏雛飼育実

験と温度，飼料等無菌以外の条件を全く同様にして

鶏雛飼育を行い，一組に葡萄球菌を投与して，二組

の雛発育状態，体重増加傾向等を観察した。即ち吉

江氏の方法に従って，購化直後の鶏雛夫々� 10羽を

二組の育雛箱に納めて飼育を実施した。尚飼料は滅� 
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第� 8図 普通飼育に於ける葡萄球菌投与雛体重増加曲線 第� 9図 普通飼育対照雛体重増加曲線
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-420- 千葉 医学 会雑 誌 第� 34巻

諸菌の増減特に見られず，葡萄球菌のみ投与後柏々

増加が認められたのみで、あった。

以上普通飼育に於いて葡萄球菌投与の場合の影響

は殆んど認められなかったが，無菌飼育に於ける葡

萄球菌投与の影響と比すると類似の結果が認められ

る。尚普通飼育は河合氏の報告を参考にして実施し

た。

無菌飼育実験実施に当つては，滅菌不完全，雛の

瞬化不成功等で失敗が続いたが，実験が軌道に乗っ

てからは昼夜を通して実験の観察に当り，停電や断

水などの時期があったが応急処置により実験の支障

はなかった。

第� 7章総括並びに結論

著者は，横型平圧滅菌無菌タンク飼育装置を使用

して，単冠白色レグホシ種家鶏の無菌飼育を勝化直

前より行い，瞬化後� 10日目に家鶏腸内好気性菌中

の葡萄球菌を単独に，叉B.sporogenes或は大腸

菌と混合して無菌雛に経口投与し雛の発育状態，

一般状態への影響を，叉雛血清の殺菌力を実験観察

した。� 

(1) 葡萄球菌単独投与実験では，対照とした無

菌飼育継続実験と比し一般状態及び生長発育に差違

するものと思われる。

本稿を終るに臨み，終始御懇篤なる御指導と

御校閲の労を恭うした思師谷川教援に深甚なる

謝意を捧げると共に，終始有益なる御助言を賜

わった田波助教授，藤原講師に深謝し，併せて

木実験の性質上常に援助協力を受けた戸叶，富

岡両氏其の他教室員技術員各位に厚く謝意を表

する。

(本論文の要旨は第 34回千葉医学会総会に於

て発表した。〉
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